
【保健所で犬猫が殺処分に至る理由】 
 
●終生適正飼養ができない飼い主がいる 
●飼い主のいない猫から産まれた子猫が 
  多い 

 
●犬猫の譲渡事業 
・保健所から選定した犬猫を飼養管理 
・譲渡会を開催して新しい飼い主を募集 
・不妊去勢手術を実施し、マイクロチップ 
  を装着 
・譲渡促進のためのHPを作成・管理 

 
●動物愛護の普及啓発 
・犬猫とのふれあい事業 
 （小学校訪問、中学生職場体験学習） 
・啓発イベントの開催 
●適正飼養の推進 
・飼い主となる準備のための研修 
 （譲渡前研修） 
・犬の基本的なしつけ方研修 
・問題行動のある犬のしつけ方研修 
・犬猫の飼い方に関する相談 
●飼い主のいない猫との共生支援 
・市町村との連携・支援 
・地域で飼養する猫の不妊去勢を支援 

 
●被災動物救援 
・動物同行避難訓練の実施 
（被災時に向けた準備の啓発） 
・支援のための資機材を動物愛護センターで 
  確保・保管 
・ボランティアリーダーの育成 
・発災時には飼い主不明の犬猫を保護 

 
●負傷犬猫の治療 
・負傷し応急処置を施された犬猫を収容し治療 
●動物由来感染症の調査 
・狂犬病等の動物由来感染症の調査研究 
●情報収集・発信 
・HP等を活用した情報発信 
・各種動物愛護啓発資料・グッズの作成・配布 
●職員研修 
・知識技術向上のため職員を研修へ派遣 
●関係団体との連携 
・獣医師会、愛護団体との連携 
●モデル犬猫の育成 
・施設の顔となる犬猫の訓練・育成 
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